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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

有賀純・教授 評議員 日本薬理学会 
中川慎介・講師 評議員 日本薬理学会 

/ 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

有賀純・教授 日本学術振興会 代表  

有賀純・教授 喫煙科学研究財団 代表 喫煙歴関連遺伝子 LRRN3 の生物学的役割の

解明 

有賀純・教授 
中川慎介・講師 
畑山実・助教 
松永隼人・助教 

日本医療研究開発機構 分担 孤発性アルツハイマー病アミロイド蓄積の

原因に即した治療薬と診断用バイオマーカ

ーの開発 
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中川慎介・講師 日本学術振興会 代表 リゾリン脂質制御に基づく新規脳血管保護

法の開発 

中川慎介・講師 日本学術振興会 分担 脊髄損傷に対する新規神経保護薬の開発 

畑山 実・助教 日本学術振興会 代表 精神神経疾患患者で見いだされた SLITRK1
変異体の病態生理的意義の解明  

 


